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　真鶴町では、町民のみなさまと一緒に力をあわせ、アイデアを集めてまちづくりを進めていきたいと考えています。

地域の課題を解決するアイデアを募集し補助するほか、公共施設についても町民のみなさまの発想を取り入れて

使い方を見直していきます。ご提案をどんどんお寄せください。

地域課題解決推進事業補助金

　今回は、次の２つの公共施設について「こんな使い

方をしたほうがいいのでは？」という提案を募集します。

いわゆる町民向けの「サウンディング調査」です。

●情報センター真鶴    ●旧保健センター　

　現在の利用状況にとらわれず、自由な発想で自由

な書式でご提案ください。

　費用負担のあり方についても、町役場の負担をなる

べく抑えながら町民満足につながるご提案を頂ければ、

より採用の可能性が高まります。

※ご提案内容によっては、町からお返事を差し上げて

具体的な活用方法について協議する場合があります。

※全てのご提案にきちんと目を通しますが、必ずしもご

提案の中からどれかを採用するわけではありません。

提案募集！公共施設のつかいかた

●一次〆切：令和６年５月２０日(月)

●書式：書式等は自由ですが、町からご連絡を差し上げ

　る場合がありますので、必ず連絡先を記載してください。

●応募方法：下記の宛て先に郵送もしくはe-Kanagawa　

　 の申請フォームからご送付ください。

   〒２５９-０２０２ 真鶴町岩２４４-１　

　 真鶴町政策推進課 企画政策係

　  e-Kanagawa申請フォームはこちら→

「基本構想」から新たな学校のイメージを！

小中一貫教育校に係る基本構想（案）の柱を発表

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第４回学校建設準備委員会 概要報告

建設場所についても活発な意見が！

今年度の委員会等の開催予定

これから決めなければいけないことは？

委員会の議事録と
資料（一部)はコチラから

　この３月２２日、町民センター第２会議室において、「第４回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。今回も、座席はくじで決

めました。くじは絵の具とパレットを題材に作られており、「どんなに素晴らしい名画も、最初はパレットの上の絵の具に過ぎなかった。」

という言葉にちなみ、教育長からは「委員一人一人がそれぞれに色を出し合い、認め合い、

補い合うことで、これから話し合う『基本構想』が、素晴らしい名画になるのではないか。」

という挨拶がありました。３月１日に就任された大塚副町長も、今回からメンバーに加わり、

町長部局との連携がより強固なものになることが期待されます。それでは、「第４回真鶴

町学校建設準備委員会」の協議事項等について報告します。      

　真鶴町としてどのような学校を創りたいのか、その考え
方をまとめた「基本構想（案）」の組み立てと内容について
話し合いました。右の枠内が、その柱となる項目になりま
す。 委員会では、次のような意見が出されました。
●受け手に伝わりやすい構成にした方が良い。
●真鶴町の願いをもっと前面に打ち出すべきではないか。
●思いを込めたタイトルを、まず皆さんで考えたい。
●町民の皆さんに理解され、学校を応援していただける内
容にしたい。
●すぐに分かるダイジェス
ト版を作って欲しい。
●図面も含めた基本計画
の例を示して欲しい。
●岩小学校の跡地もセッ
トにして考えて欲しい。       

★まなづる小の跡地が良いのではないか…
・プールの有無等も含めて面積を考えるべきである。
・最近駅裏で続いた停電のことが心配になる。
・海の学校や美術館に近く、学びに生かせる。
・町のシンボルになり得る場所に建てられる。
★真鶴中の跡地が良いのではないか…
・敷地面積が真鶴中の方が大きい。（部活動、運動会、授業等）
・子どもたちに１周２００ｍのトラックを走らせてあげたい。
・小学校の擁壁の耐用年数を考えると調査・改修が必要になる。
・小学校の進入口は狭く、工事に支障があり危険である。
・小学校に学校を作る場合、工事期間中、給食が提供できない。
・小学校の跡地には、海の見える素敵な公園を作りたい。

　これから先に協議を進めるために、建設場所以外にもいくつかの　
懸案事項が示されました。
・義務教育学校にするか小中一貫型にするか。
・学年の区切りをどうするのか。
・新築・維持を含めてプールをどうするのか。

◆幼小中一貫教育の基本コンセプト＜学校運営・カリキュラム＞

（１）学びの連続性の実現（タテの関係）

　例：異学年交流の充実、教科担任制、教職員の相互乗り入れ等
（２）学校と地域との連携強化（ヨコの関係）

　例：学校運営協議会の構築、通学路など安全・安心な仕組み等
（３）新たな教育活動の創造（ナナメの関係）

　例：「半島まるごと学校」の推進、町外との広域交流の充実等
◆施設・設備の基本コンセプト＜施設整備・周辺環境＞

１、施設整備に関する基本的な考え方

（１）安全・安心な空間の実現

　例：一人一人の居場所の実現、出入り口の工夫、防犯対策等
（２）生活環境等への配慮

　例：ＳＤＧｓの推進、脱炭素化の推進、木材利用の促進等
（３）教育活動の保障

　例：広い校庭、鍵のある大きなロッカー、集中できる防音設備等
２、３つの基本方針に基づく建設基本構想

（１）真鶴の魅力を生かした学び舎づくりの推進（生活）

　例：町の景観に相応しい校舎、生き物にふれ合える空間等
（２）交流と多様性をキーワードとした双方向の学びの実現（学び）

　例：地域に開放された学校図書館、
　　  カフェテリア式ランチルーム等
（３）地域と連携・協働し創造する空間の

　　 実現（共創）

　例：多世代交流スペース、防災・減災
　     拠点としての機能の確保等

第６回準備委員会のお知らせ　

　日時　：令和６年７月１６日（火） 1３:４０～

　会場　：町民センター２階　第２会議室（予定）

　テーマ：「一貫教育校の基本構想案」「一貫教育校の建設場所」「学年の区切り」など

※傍聴もできますので、
　 ぜひお越しください。

学校建設準備委員会 （５月以外午後開催)

第５回  ５月20日(月)　
第６回  ７月16日(火)　
第７回  ９月17日(火)　
第８回 11月18日(月)  
第９回  １月10日(金)　
第10回 ３月17日(月)  
教育を語り合う会 

第1回  ６月15日(土)　
第2回  10月26日(土)
第3回  ２月15日（土）

懸案であった幼稚園・

保育所の今後を考え

る検討組織について

は、今年度、福祉課が

事務局となり、立ち上

げることになりました。

(いずれも午前開催、

　　　　　　会場は町民Ｃ)

どなたでも
参加OKです！

情報センター真鶴

(真鶴町真鶴433-1)

１F・２Fは真鶴地域情報センター、

３Fはまなづる図書館の複合施設

旧保健センター

(真鶴町真鶴1872-1)
１Fは現在、神奈川県石材協同組
合への貸事務所と町役場の倉庫。
２Fは城北自治会への貸集会所と
会議室、調理室等

施設概要

Ａ
施設概要

Ｂ

サウンディング調査とは？

行政が事業発案や事業組立てをする段階で、事業

の内容やプランに関して、民間との対話を通じて、

新たな視点を得て、事業をより良いものにするため

の情報収集を目的とした手法のことで、今回は町民

の方からのご提案を募集するものです。

町民と協働したまちづくり

要項・様式は町ホーム
ページよりダウンロード
または政策推進課に
お問い合わせください。 

　真鶴町が抱える「子育て」や「教育」に関する地域課題を解決する具体的な事業に係る費用の全部または一

部に対し、補助金を交付します。

子どもや保護者がドキドキ・ワクワクするような、子育て環境や教育に関する魅力的な事業提案を募集します。

子育て環境や教育に関する地域課題を解決する具体的なご提案を歓迎いたします！

●募集期間　　 令和６年５月１日（水）～令和６年６月７日（金）17時まで　※当日必着

●募集内容　　 子育てや教育分野に関する地域課題の解決に資する事業案

●交付限度額　100万円

●応募資格　　 真鶴町内に住所を有するサテライトオフィス、企業、団体、個人

●応募方法　　 申請書に必要事項を記載し、郵送または持参（持参の場合は土・日・祝日除く）

八王子市への視察
建設場所等の協議
校舎施設等の協議
教室配置等の協議
基本構想案の検討
基本構想案の決定

問 政策推進課　☎内線３１２

問 政策推進課　☎内線３１３


